
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

九

八

号

民
主
党
政
権
の
政
治
主
導
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

198



民
主
党
政
権
の
政
治
主
導
に
関
す
る
質
問
主
意
書

民
主
党
の
枝
野
幹
事
長
代
理
は
、
民
主
党
政
権
が
掲
げ
た
政
治
主
導
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
と
の
声
に
つ
い
て
、
「
与

党
が
こ
ん
な
に
忙
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
政
治
主
導
な
ん
て
迂
闊
な
こ
と
を
言
っ
た
か
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
」
と
今

月
十
四
日
、
さ
い
た
ま
市
内
で
講
演
し
、
自
ら
政
治
主
導
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
。

自
公
政
権
時
に
お
い
て
は
、
野
党
の
会
議
に
出
席
す
る
官
僚
、
配
布
資
料
、
答
弁
内
容
に
至
る
ま
で
、
事
細
か
く
政
務
三
役

が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
規
制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
現
政
権
下
で
は
、
政
治
主
導
と
い
う
縛
り
に
よ
り
、
官
僚
の
自
由
が
制
限

さ
れ
、
政
務
三
役
の
了
解
が
な
け
れ
ば
何
事
も
進
ま
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
違
っ
た
政
治
主
導
が
も
た

ら
す
弊
害
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

鳩
山
前
総
理
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
に
よ
る
日
米
同
盟
の
空
洞
化
、
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
に

お
い
て
の
政
治
主
導
と
言
い
な
が
ら
の
官
僚
へ
の
責
任
転
嫁
と
ビ
デ
オ
流
出
事
件
、
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土

に
無
断
で
立
ち
入
っ
た
ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
の
国
後
島
訪
問
等
数
々
の
国
益
損
失
、
そ
し
て
、
今
月
三
日
、
入

間
基
地
で
の
航
空
祭
で
民
間
団
体
会
長
が
政
府
批
判
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
言
論
封
鎖
と
も
採
れ
る
通
達
を
自
衛
隊
各
部
隊

等
に
ま
で
発
出
し
た
事
案
と
間
断
な
く
続
い
て
い
る
。

一



頭
脳
と
鋏
と
官
僚
は
使
い
様
で
あ
り
、
外
交
に
浅
薄
な
政
務
三
役
が
、
官
僚
の
知
恵
と
口
を
封
じ
て
指
揮
を
執
る
た
め
、
一

連
の
間
違
っ
た
外
交
姿
勢
が
問
わ
れ
、
ま
た
、
前
記
の
通
達
発
出
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
独
裁
者
の
言
論
統
制
で
あ
り
、
現

政
権
は
誤
れ
る
も
甚
だ
し
き
官
僚
と
の
関
係
を
軌
道
修
正
し
、
体
質
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

枝
野
幹
事
長
代
理
が
、
民
主
党
政
権
の
政
治
主
導
が
間
違
っ
て
い
た
と
認
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

自
公
政
権
下
で
は
あ
り
え
な
い
様
々
な
政
策
、
外
交
、
予
算
編
成
等
に
つ
い
て
の
政
党
が
会
議
を
行
う
際
、
現
政
権
は
、

出
席
の
要
請
が
あ
っ
た
官
僚
、
配
布
資
料
、
答
弁
内
容
に
至
る
ま
で
、
政
務
三
役
が
事
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
と
効
果
に
つ
い
て
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

三

事
業
仕
分
け
に
お
け
る
仕
分
け
人
と
評
価
さ
れ
る
所
轄
府
省
の
同
じ
与
党
議
員
と
の
や
り
と
り
で
、
意
見
が
食
い
違
う
こ

と
は
理
解
で
き
る
が
、
事
業
仕
分
け
そ
の
も
の
を
廃
止
す
べ
き
と
唱
え
て
い
る
与
党
議
員
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
、
ま
た
事
業
仕
分
け
の
評
価
者
に
つ
い
て
、
そ
の
人
選
は
誰
が
決
定
し
、
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

菅
内
閣
の
明
確
な
説
明
如
何
。

四

尖
閣
諸
島
沖
で
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
に
お
い
て
は
、
政
治
主
導
と
言
い
な
が
ら
の
官
僚
へ
の
責
任
転
嫁
と
思
わ
れ
る
。

二



本
来
な
ら
ば
所
轄
府
省
関
係
者
を
官
邸
に
呼
び
、
協
議
す
る
こ
と
は
常
識
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

今
月
三
日
、
入
間
基
地
で
の
航
空
祭
で
民
間
団
体
会
長
が
政
府
批
判
を
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
言
論
封
鎖
と
も
採
れ
る
通

達
を
自
衛
隊
各
部
隊
等
に
ま
で
発
出
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
言
論
統
制
で
あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、
通
達
を
命
じ
た
の
は
、

政
務
三
役
な
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
政
治
主
導
で
通
達
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
与
党
に
と
っ
て
は
自
己
満
足
に
終
わ
る
の
み
で
、
日
本
を

命
が
け
で
守
っ
て
い
る
自
衛
隊
員
の
士
気
低
下
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
仙
谷
官
房
長
官
が
自
衛
隊
の
こ
と
を
「
暴
力
装
置
」

と
発
言
し
た
こ
と
に
よ
り
、
益
々
自
衛
隊
員
の
心
は
現
政
権
か
ら
遊
離
し
、
加
え
て
士
気
低
下
を
加
速
す
る
と
考
え
る
が
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

六
に
関
連
し
、
「
暴
力
装
置
」
と
い
う
用
語
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
始
め
と
す
る
社
会
主
義
者
が
理
論
付
け
に
多
用
し
、
文
革

の
毛
沢
東
も
「
権
力
は
鉄
砲
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
」
と
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
内
閣
は
、
政
治
主
導
に
よ
っ
て
社

会
主
義
・
共
産
主
義
国
家
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
露
呈
し
た
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

八

七
に
関
連
し
、
レ
ー
ニ
ン
の
ロ
シ
ア
が
北
方
領
土
、
毛
沢
東
の
中
国
が
尖
閣
諸
島
の
資
源
、
を
求
め
て
実
効
支
配
を
既
成

事
実
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
の
不
用
意
な
官
房
長
官
の
発
言
は
、
同
じ
憲
政
壇
上
に
立
つ
人
間
と
し
て
到
底
許
さ
れ
ざ

三



る
醜
態
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

九

十
一
月
十
三
日
の
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
菅
総
理
か
ら
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
に
対
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
支

援
の
た
め
の
人
的
貢
献
を
前
向
き
に
検
討
す
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
危
険
区
域
等
の
治
安
情
勢
や
自
衛
隊
員
の

地
位
や
処
遇
の
問
題
等
を
考
慮
し
た
発
言
な
の
か
、
或
い
は
政
治
主
導
に
よ
る
単
な
る
菅
総
理
の
思
い
つ
き
発
言
な
の
か
、

菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


